
国分寺市内を流れていた分水は、玉川上水か
ら引かれていました。

砂川用水は、水路の形や水の流れをうかがい
知ることができる貴重なスポットです。

伏見稲荷と砂川用水

国分寺村分水は、恋ヶ窪交差点で貫井村に向か
う分水と枝分かれします。

水にまつわる神様として、地域の信仰を集めた
弁財天。社はかつて水車業を営んでいた戸倉
家にあり、のちに現在の場所へ移されました。

民家の間にのびるすきま。ここで、国分寺村分
水と恋ヶ窪村分水が枝分かれしていました。

国分寺村分水から分かれた恋ヶ窪村分水は、西
国分寺駅方面へ南下し、畑を通り抜けて道路に
沿うかたちで流れていました。

かつての国分寺村分水の幅は、約120㎝で現
在の歩道とほぼ同じです。恋ヶ窪村分水の幅は
約85㎝でした。

ここで、水車を回すための水路（回し堀）が恋
ヶ窪村分水から枝分かれしていました。

回し堀では、坂を利用した落差で水の流れを速
くし、水車を回していました。水は恋ヶ窪村分
水に戻るつくりになっていました。

水車は「中がけ」と言い、水輪（みずわ）の中ほ
どに水をかけて回す方式でした。

東恋ヶ窪ライオン公園付近で、戸倉新田分水
が恋ヶ窪村分水と合流しました。この周辺に
は、水路の痕跡が色濃く残っています。

水路跡をまたぐかたちで「仲よしばし」という
橋が架かっています。

ここは市重要史跡に指定された、恋ヶ窪村分
水。谷に挟まれた台地に水を通すため、堀が深
く作られました。

現在は「恋ヶ窪用水路周辺緑地」として整備さ
れ、市民の憩いの場になっています。

堀の幅は広いところで約６～９ｍ、深さは約
5.2 ～ 5.5ｍと大規模なものでしたが、水が流
れていたのは底から50㎝ほどでした。

昭和２年（1927）ごろの地図に、現在の鉄道
を描きました。決して多くはない田んぼ。水
路の周辺に作られていたことがわかります。

住宅地の中にある、水路跡に囲まれた不思議
な三角地。かつては水田でした。

現在の姿見の池と池に流れる水路は、整備工
事によって復元されました。水路に流れる水
は、地下水を汲み上げたものです。

畑と道路と恋ヶ窪村分水 仲よしばしからの眺め
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